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研究成果の概要（和文）：５つの研究を以下のように進め、研究１では1万人超の小中学生の座位・ 身体活動と
メンタルヘルスを横断的に検討し、種々の関連性を明らかにした。研究２では中学１年生の座位時間と学業成績
の関連性を検討し、スクリーンタイムの座位時間は学業成績に直接負の影響を与えないが、間接的には家庭の学
習時間を増やし学業成績を促進する可能性が示された。研究３と４では縦断研究が完了し、研究４では三軸加速
度計で評価した座位時間とメタボリックシンドロームの関連性等を公表した。研究５では座位・身体不活動の行
動変容介入法を検討し、地域在住高齢者の座位行動だけでなく身体活動を含めて健康効果を得る行動変容介入法
を確立した。

研究成果の概要（英文）：In Study 1, a cross-sectional relationships among sitting time, physical 
activity, and mental health of elementary and junior high school students were examined, and various
 relationships were clarified. In study 2, the relationship between sitting time and academic 
performance was examined, and screen time directly had no negative impact on academic performance, 
but indirectly increased home learning time and improved academic performance was shown. In studies 
3 and 4, longitudinal studies were completed, and in study 4 the relationship between sitting time 
and metabolic syndrome evaluated with a triaxial accelerometer was published. In study 5, the 
behavior change intervention method of sitting and physical inactivity was developed, and 
established the behavior changing intervention method to obtain health effects including physical 
activity as well as sitting behavior of the community-dwelling elderly people.

研究分野：健康行動学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
最大の学術的意義は、座位・身体不活動と多様な健康事象との因果関係を解明できたこと、また座位活動時間減
少を通じて活動的なライフスタイルの構築法を提案できたことである。因果関係の解明のため、本研究ではより
厳格な疫学手法を採用し、特に縦断研究を多用している。また、3 軸加速度計による客観的な座位・身体不活動
の指標を用いた我が国の数少ない運動疫学研究でもある。介入研究という点では、座位活動に対する行動変容介
入を無作為比較試験にて実施できた数少ない研究でもある。日本では運動習慣者は約３割から増加できないでい
るため、座位・身体不活動の介入は運動できない約 7 割の国民に対し有効となる可能性を秘めている。 



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
身体活動の定期的実施は、生活習慣病の罹患率を低め、メンタルヘルスを良好に保持しやす
いことが知られている。近年、積極的に体を動かす身体活動・運動とは独立して、座位や身体
不活動の時間が長いほど、肥満や 2 型糖尿病等の生活習慣病の発症を高めると報告されている。 
 
２．研究の目的 
本研究では「座り過ぎ」の健康への悪影響の有無の検証と介入可能性を明らかにするため、
具体的には、１）座位・身体不活動と生活習慣病やメンタルヘルスなどの健康事象の縦断研究
を通じてそれらの因果関係を明らかにすること、２）座位活動の行動変容法を確立すること、
の二点を研究目的とした。 
 
３．研究の方法 
横断および縦断調査にて座位・身体不活動と健康事象の因果関係を明らかにする。具体的に
は、座位・身体不活動を独立変数とし、約 1 万人の小中学生で メンタルヘルスとの関連性（研
究１）、中学生の学業成績（研究２）、大学生の学業成績やメンタ ルヘルス（研究３）、勤労者
のメタボリックシンドロームの発症との関連性（研究４）を開始する。 研究２から研究４では、
全てで追跡調査を行った。また、座位活動に対する行動変容介入プログラムを開発しその有効
性の検証（研究５）に取組んだ。 
 
４．研究成果 
 研究１では 1万人超の小中学生の座位・ 身体活動とメンタルヘルスとの横断調査を実施し、
種々のメンタルヘルス指標との関連を明らかにできた。その中でも、特に佐賀県在住の国公立
小中学生約 2000名の 抑うつ傾向や休日の座位時間と抑うつ傾向の関連性を明らかにした。研
究２では、中学１年生の座位時間と学業成績の関連性を検討した結果、中学生ではスクリーン
タイムに要する座位時間は学業成績に直接的には負の影響は認められないが、間接的には家庭
での学習時間を増やし学業成績にプラスの影響もつ可能性が明らかになった。研究３と研究４
では縦断研究が完了し、特に研究４では三軸加速度計で評価した座位時間とメタボリックシン
ドロームの関連性などの成果を公表した。研究５では、座位・身体不活動の行動変容介入法を
検討し、介入可能であった地域在住高齢者で座位行動単体ではなく身体活動との二軸と健康ア
ウトカ ムの関係で行動変容を促す方法論を確立した。 
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